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Abstract

   This paper reports on the development of Japanese language teaching material based 
on applications of ICT, and a teaching methodology that leads to self-directed learning.  
However, unlike material designed for a general commercial market, the material and methodology 
reported on here are aimed specifically at foreign care works. This could be referred to  
as JSP, Japanese for Specific Purposes. Foreign care workers who come to Japan as part of 
EPA (economic partnership agreement) are tasked with successful completion of the national 
certificate examination within four years after they begin working at Japanese care facilities. 
In order to meet this requirement, experts in the field point to the need for specifically  
designed study material and an effective method of teaching. The Web based Tutor Dictionary 
has recently incorporated a multilingual mini-dictionary containing lexical items specific to 
the care worker industry as part of this need. The new tool was introduced on the Web in 
2010 (http://chuta.jp/). As the next step, the developers of Reading Tutor have undertaken 
efforts to build a series of educational material specifically for care workers studying for the 
national examination. 
   This paper will explain the nature of the Web based tools used to develop this material 
and the steps taken to develop appropriate material for care workers. This explanation will 
be followed by suggestions for changes in teaching methodology to complement the use of 
material. It is the sincere wish of the developers that both the Web based tools and teaching 
methodology introduced here will positively affect Japanese language education in general, 
and more specifically, Japanese for specific purpose education. 
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1. はじめに

 本稿では、日本語教育におけるICT（Information 

and Communication Technology）の活用事例とし

て、外国人介護福祉士候補者のための教材作成

とそれを用いた学習方法について報告するととも

に、ICTを活用した教材開発の方法と指導法の

変容について考える。

 経済連携協定（EPA：Economic Partnership 

Agreement）で来日した外国人介護福祉士候補

者は、各施設で仕事をしながら、国家試験のため

の勉強もし、日本人と同じ国家試験を受けて合格

しなければならないという状況にあり、彼らのため

の日本語教材の整備は不可欠である。チュウ太

プロジェクトチームでは、こうした候補者の日本語

学習を支援するために、介護に必要な語彙を含 

んだミニ辞書を作成し、『チュウ太のWeb辞書』 

（川村2008）に組み入れ、2010年からネット上に公

開（http://chuta.jp/)してきた。今回、新たに国家

試験に焦点をあてた日本語教材の開発を進め

ている。教材作成にあたっては、1999年からWeb

上で公開（http://language.tiu.ac.jp/）している『リ

ーディング・チュウ太』の語彙チェッカーに加えて、

新しいツールも開発し活用した。本稿では、この教

材開発について、日本語教育におけるICT活用事

例として詳しく紹介する。さらに、この教材を利用し

た学習の進め方を提案する。最終節では、本稿で

扱った一連の教材開発の流れを他の分野の日

本語教育に応用するには、何をどのような手順で

行っていくかについて述べるとともに、ICT時代の

日本語教育における指導方法のありかたについ

て提言を行う。

2. 介護福祉士候補者の現状と教材開発の必要 

  性

 経済連携協定によって来日した外国人介護福

祉士候補者（以下、候補者）は、施設等の介護現

場で働きながら、4年以内に介護福祉士国家試

験（以下「国家試験」）合格を目指さなければなら

ない。ところが、候補者の中には、来日時の日本

語能力が初級修了程度という候補者もいる。そ

れに対して、国家試験で使われている語彙には 

専門用語も多く、「仰臥位」「嚥下」「清拭」「褥瘡」 

「拘縮」等、一般の日本人がほとんど使わない語も

多く含まれている。一方、奥島(2010)がインドネシ

ア人候補者第1陣の受入れ施設を対象に行っ 

た調査では、候補者の日本語学習が自習と日本 

語教室という形で行われていると回答した施設 

が最も多い。また、厚生労働省(2010)が37の候 

補者受入れ施設を対象に行った調査では、「候 

補者に対して、どのような日本語学習を行わせて 

いますか。（複数回答可）」という質問に対して、日 

本語学校：3（8.1%）、日本語の専門家：20（54.1%） 

、ボランティアによる個人指導：12（32.4%）、レポー 

トや日記：27（73.0%）、日本語の問題集：24（64.9%）、 

e-learning：10（27.0%）、不明：４（10.8%）という回 

答であり、候補者の日本語学習環境は施設によ
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って差があり、学習方法も大きく異なっていること 

がわかる。また、自律学習に近い形で日本語学習

を進めている候補者も少なくない。一方、候補者に

対して行った質問「現在、あなたが課題と感じてい

ることをお聞かせ下さい。（複数回答可）」への回答

（回答者総数73名）のうち、上位のものをあげると、 

「介護福祉士の国家試験に向けた学習」58（79.5%）、 

「日本語の学習」44（60.3%）、「利用者とのコミュニ

ケーション」44（60.3%）、「日本人の介護スタッフとの

コミュニケーション」41（56.2%）であり、国家試験の

学習が「課題」の最上位にあがり、次いで日本語学

習、コミュニケーションとなっている。これらを総合

して考えると、候補者の日本語力にあった国家試

験の学習のための教材の整備と継続的な自律

学習を可能にする指導法の確立が、まさに急務

であると言える。

3. 先行研究

 国家試験の問題を解くには、介護福祉に関す

る知識が必要なことは言うまでもないが、候補者

のように、日本語の非母語話者の場合、問題文

そのものを理解できることが何よりも重要となる。

川村(2010)において、文の難易度調査をおこなっ

た結果、文の難易度には文中の単語の難易度が

最も強い影響を及ぼすことが明らかになった。候

補者のための日本語教育を考えた時、まず、国

家試験において、どのような単語が使われている

かに関する調査が不可欠である。

 そこで、国家試験で使われている単語の基礎調

査を行った（川村・野村2010）。Web上で入手可能

な国家試験の第3回から第18回まで計16回分の

全問題を対象にして語彙チェッカー（川村2009）

を用いて単語を切り出した結果、国家試験には、

異なり語数で7,892語の単語が用いられているこ

とが分かった。「（旧）日本語能力試験出題基準」 

（以下「出題基準」）をもとに単語のレベルを判定し

たところ、延べ語数で約5割が4級の単語であり、1

級の語彙は1割にも満たないことがわかった。一

方、級外の語は異なり語数で3,799語（48.2%）あ

り、国家試験で用いられている語の約半分の割

合を占めていることが明らかになった。そこで、この

国家試験の分析結果と介護記録の分析結果（野

村・川村2009）をもとに、候補者のための語彙リスト

を作成し、これに出題基準の語を加えてミニ辞書

を作ることにした。ミニ辞書は1語1訳（必要があれ

ば、複数の訳語の併記も可）の形で候補者の母

語であるインドネシア語とフィリピノ語と英語版を

作成した。さらに、このミニ辞書を『チュウ太のweb

辞書』（川村 2008）に組み入れ、世界のどこから

でも利用可能な候補者のための辞書ツールを完

成させた。このミニ辞書の国家試験に対するカバ

ー率を調査したところ、カバー率は98％であった。

また、野村・川村（2010）で、実際に候補者を対象

にミニ辞書を組み込んだ『チュウ太のweb辞書』

の評価実験を行ったところ、国家試験の問題理

解に役立つツールであることが明らかになった。

　候補者用の教材開発の背景には、以上のような

一連の研究があった。

4. 国家試験のための学習語彙の選定と「かいご 

  たん808」

 候補者用の教材作成にあたっては、国家試験の

ための学習語彙の選定が不可欠だが、その際、初

級修了程度の日本語学習者を想定する必要があ

る。そのため、国家試験の第3回から第18回まで計

16回分の全問題を対象にして、再調査を行った 

（野村・川村2011）。

 限られた時間の中で最大の成果を上げるには、

国家試験で用いられている語を効率よく学ぶ必

要がある。国家試験で用いられていた語（異なり

語数で7,892語）のうち、高頻度語として、上記16

回分の国家試験に平均1回以上使われていた語

（全データ中に16回以上現れていた語）を抽出し

たところ、1,146語であった。また、これらの語の全
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試験問題に対するカバー率は、87.7％であり、これ

に、3、4級の語で16回未満の語を加えれば、90％

を十分超えるカバー率になることが判明した。さら

に、語彙チェッカーを用いて出題基準と照合した

結果、級別の比率は表１のとおりであった。

表-１　高頻度語（16回以上）の全試験問題に対するカバー率

 表１の中にある「機能語」とは助詞・助動詞・接続

詞のことである。機能語を除けば、高頻度語には、

延べ語数でも異なり語数でも2級の語が多いこと

がわかる。また級外語も214語含まれ、延べ語数

で9,211語、カバー率で5.1%を占めていた。16回以

上現れた語1,146語から初級語彙（出題基準の3

級と4級）を除いた単語は808語であり、これをもと

に国家試験のための単語リストを作成し、「かいご

たん808」と名付けた。

 「かいごたん808」（以下「808」）は、図1のような形

にした。

図1　「かいごたん808」（一部）
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各見出し語には、読み方、品詞、やさしい日本語

での書き換え、英語とインドネシア語の訳が付い

ている。やさしい日本語とは、可能な限り初級レベ

ルの語で書き直したものであり、この欄の漢字に

はすべてルビを振った。英語とインドネシア語訳

には、『チュウ太のWeb辞書』の情報を活用した。

このリストによって、各単語について、やさしい日本

語で意味を確認することができると同時に、母語

で意味の再確認もできる。リストには、チェックボッ

クスやメモを書く欄を作り、候補者が学習を進めや

すいような工夫をした。

 こうして語彙リストは完成したが、候補者が初級

修了程度の日本語力であった場合、この808語を

一度に覚えるのは容易ではない。特に候補者のよ

うに非漢字圏の出身者にとって、このリストのように

漢字の単語が多く含まれている場合は困難度が

高い。そこで、「かいごたん808」の語彙の習得をよ

り効率的に行うことができるように、漢字に焦点を

あてた語彙習得のための副教材も準備した。

5. 漢字語彙の学習のための副教材「かいご漢 

  字」

　漢字に焦点をあてた語彙習得のための副教

材は、図2のような形にして、「かいご漢字」と名付

けた。

図2  「かいご漢字」（一部）
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 「かいご漢字」は、「808」の見出し語に使われて

いる漢字に着目し、頻度順に並べ、その下にその

漢字を含む見出し語を並べたものである。一番使

われていた漢字は、「定」で15回、次に「人」(13回)、 

「体」(12回）と続いている。「かいご漢字」でも、や

さしい日本語、英訳、インドネシア語訳を添え、候

補者が漢字の意味に着目しやすいように配慮し

た。見出し語の並べ方は、単漢字、2字熟語、3字

熟語という順にした。さらに、漢字の成り立ちに着

目させ、意味の類推能力を高めることを目指して、

漢字にも品詞を明示するとともに、当該漢字が語

頭のもの、語末のもの、その他の順に配列した。

 漢字にも品詞を明示し、その漢字が語頭にある

か語末にあるかに配慮した理由は、次のとおりで

ある。

 例えば、「定」のような動詞性の漢字の場合、「定

期」「定年」のように、「定」が語頭に置かれた場合

は、その動詞の目的語（「何を」定めるか）が後ろ

に来ている。それに対して「定」が後ろにある場合

は、「指定」「設定」「測定」「特定」のように、その動詞

の修飾語（「どう」定めるか）が前に来ている。また、

「人」のような名詞性の漢字の場合には、「人生」「人

工」のように「人」が語頭にあるときは、後ろの名詞

を修飾して「人の～」という意味になる。語末であ

れば、「個人」「老人」など、前の語に修飾されて「～

の人」という意味になる。この副教材には、以上のよ

うな漢字熟語の仕組みを説明したものが添えられ

ている。こうした漢字熟語の基礎を理解することに

よって、「808」の語彙の習得は容易になる。また、こ

のような規則を知ることで、熟語の意味を類推する

力も身につき、国家試験の問題を読み解く力にも

結び付くものと思われる。

 なお、世界のどこからでも入手できるようにとの配

慮から、「かいごたん808」と「かいご漢字」は『チュウ

太のWeb辞書』のサイト（http://chuta.jp/Archive/）

からダウンロードして利用可能なものにした。

6. 学習教材作成の手順

 ここでは、静岡県の候補者に対する支援事業

の一環として、『介護福祉士新カリキュラム学習ワ

ークブック』（介護福祉士受験ワークブック編集

委員会2010）をもとに作成した学習教材（川村ほ

か2011a、2011b）について報告する。

6.1　教材作成の基本方針

 候補者のための学習教材の作成においては、

候補者にわかりやすいものにするために、次のよ

うな基本方針をたてた。

 a. 使用語彙を制限し、可能な限り、初級の語彙

と「808」の範囲の語で書く　　

 b. 範囲外の語が重要語句のため書き換えない

ほうがいいときには脚注の形で説明する

 c. 日本の文化や制度に関する語にも脚注を入

れる

 d. 脚注の説明も初級語彙と「808」の範囲の語

で書く

 e. 文はできるだけ短くし、必要があれば箇条書

きも用いる

 候補者の日本語レベルからみると、やさしい単

語だけを使うほうがよさそうに思えるが、この教材

が国家試験のための学習教材であることを考え

ると、試験での出現頻度が高い「808」の語は書き

換えないほうがいいと判断し、このような基本方針

となった。

6.2  「kaigoiチェッカー」の開発

 上記の方針に従って、複数の編集者が、共同で、

効率よく、編集作業を行うには、現在作成中の教

材に含まれているそれぞれの単語が、初級語彙

と「808」の範囲内であるかどうかを、必要に応じて、

即時に、判定できるツールが必要となる。そこで、

「語彙チェッカー」（川村2009）をもとに「kaigoiチ

ェッカー」を開発し、Web上で利用可能な（http://

basil.is.konan-u.ac.jp/chuta/level/）　ツール 

にした。
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 図3が、「kaigoiチェッカー」の入力画面である。画

面中央のテキストボックスに文章を入れ、 kaigoi 

のボタンを押す。

 「kaigoiチェッカー」は、入力された文章を形態

素解析システムMeCab（工藤2006）によって単語

に区切り、次の基準で区分けしたレベル別単語

リストと照合して、各単語のレベルを色分けして表

示するツールである。

各編集者は、このツールを利用して、作成中の教

材が使用可能語彙の範囲内で書かれているか

どうかを適宜確認しながら教材の作成をすすめ

る。また上記方針に従い、文はできるだけ複文を

避け一文を短くわかりやすいものにし、適宜箇条

書きも用いるよ うに配慮した。

6.3　学習教材の構成

 学習教材の各課は、次のような構成になってい

る。

重要項目　　 

教材の主要な部分であり、説明文は総ルビの形

にしてある。また、試験のためのキーワードは、赤

字で示している。キーワード等で、初級語彙および

「808」の範囲外の単語を用いた場合に関しては、

注で解説を加える。この解説も、初級語彙と「808」 

の単語の範囲内で書くことを原則にしている。

 図4では、「書面」「説明」「同意」が赤字（紙面の

都合上、色を示すことはできないがゴシック体にな

っている）である。また、「808」の単語はボールドに

してある。図では、「ケアプラン」「介護」「サービス」 

「流れ」等々がそれに該当するが、「808」の単語がい

かに多用されているかがわかる。さらに、過去の試

験で出題された項目については、解説欄に☆印で

過去の出題回数を示している（☆は1回、☆☆は2

回、☆☆☆は3回以上）。
図3  「kaigoiチェッカー」の入力画面

 黒 ： 初級語彙（旧日本語能力試験3級

   と4級）と機能語

 緑 ： 「808」に含まれる単語　

 青 ： 旧日本語能力試験出題基準の2級

　　　　 の単語

 赤 ： 上記以外のすべての語

図4　「重要項目」のページ（一部）
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一問一答

キーワードになる重要語句を覚えたかどうかを確

認する形式の問題である。国家試験と同レベルの

文を左ページに置き、国家試験で使われる問題

文のレベルがわかるようにした。右ページには、初

級語彙と「808」の範囲内の語で書かれたやさしい

日本語の問題文と答えを置き、図5のように左右見

開きの形にした。　　　　　　　　　

五肢択一問題

国家試験の形に近い形式の問題である。一問

一答と同様、見開きにして、国家試験と同じ形式

で同レベルの問題文にも接することができるよう

に配慮した。

右ページの問題文と答えの漢字には、すべてル

ビがふってある。また、答えの後ろの番号は重要

項目の番号である。答えがわからなかった時や

間違った時には、重要項目に戻って学習できる

ように配慮してある。

図5　「一問一答」の左右のページ（一部）

図6　「五肢択一問題」の左ページ（一部）
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図6のように、左ページの問題文にはルビはなく、

国家試験の問題と同じレベルの日本語で書いて

ある。それに対して、図7のように右ページの問題

文は、初級語彙と「808」の範囲内のやさしい日本

語で書かれ、ルビもふってある。右ページには、

さらに図8のような解説も添えた。

図7　「五肢択一問題」の右ページ（一部）

図8　「五肢択一問題」の解説（一部）

解説も初級語彙と「808」の範囲内のやさしい日

本語で書くとともに、選択肢の一つひとつについ

て、正しいか（○）誤りか（×）を示した。さらに、各

選択肢の内容を説明している重要項目の番号も

示してある。
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7. 学習教材の利用方法

 この学習教材は自律学習も可能な形になって

いるが、日本語教師の指導が得られれば、より効

率的な学習が可能になる。候補者には次のよう

な形で学習を進めるように指導する。

 ① 「808」および「かいご漢字」による語彙学習

 学習教材の利用に先立って、「808」の単語を学

ぶ必要がある。「808」も「かいご漢字」も、上述した

通り、Web上で公開しているため、世界のどこからで

も自由にダウンロード可能である。語彙学習では、

まず「808」の見出し語欄だけを見て、知っている語

であれば、チェックボックスにチェックマーク☑を入

れる。その後、やさしい日本語あるいは英語・インド

ネシア語訳を参照し、意味が理解できていたかど

うかを確認する。知らなかった語や意味が理解で

きていなかった語は、その場で覚え、後日（できれ

ば数日後に）再確認し、覚えていればマーク☑を

入れる。知らない語が多かった場合には、「かい

ご漢字」等も活用する。可能な限り、「808」の単語

は、見れば意味がわかる程度にまでしてから、②

の学習に移る。

 ② 学習教材（ワークブック）による学習

 学習教材の説明文は、上述したように、使用語

彙が制限されている。また、文中の「808」の単語

については、ボールド体になっているため、どの

単語が「808」かがすぐにわかり、意味の再確認も

可能である。赤字になっているキーワードに注意

しながら、「重要項目」について一項目ずつ学習を

進める。本文のすべての漢字にはルビが振られ

ているので、辞書を引くこともできる。また、介護の

専門用語まで入っている『チュウ太のWeb辞書』

を活用することも可能である。

 ③学習の自己評価

 「一問一答」と「五肢択一問題」では、自らの理解

度を評価できる仕組みになっている。左ページの

国家試験レベルの問題文の意味がわからないと

きには、ルビ付きのやさしい日本語で書いてある

右ページを参照する。また、「五肢択一問題」を解く

際には、選択肢の一つひとつについて正しいか誤

っているかを考えるようにする。右ページにはやさ

しい日本語の問題文に加えて、各選択肢の正誤と

ともに解説も載っている。解答できない場合、また

間違っていた場合には、重要項目に戻って、復習

する。 

 以上のように、教材は自律学習も可能な形にな

っているため、指導の時間が十分取れない場合

でも、導入部分に十分な時間をかければ、後は適

宜質問に答える形で授業を進めることもできる。一

方、次節で述べるように、『チュウ太のWeb辞書』を

利用すれば、学習教材の終了後、あるいは並行し

て、自律学習をさらに進めることが可能である。時

間に余裕があれば、この『チュウ太のWeb辞書』を

活用した学習方法を候補者と一緒に実際に試す

等、自律学習を促す方向での指導をより積極的に

行っていく必要がある。

8. 『チュウ太のWeb辞書』を活用した自律学習

 Web上には、国家試験の過去問題を掲載して

いるサイトがいくつもある。候補者にとって便利な 

サイトは、『介護福祉士国家試験Navi』

 （http://www.kaigo-license.com/blog/）である。

『チュウ太のWeb辞書』のHelpにも、ここへのリンク

がはられている。

 このサイトでは、過去の問題が国家試験の科目

別に検索できるだけでなく、「介護福祉士資格オ

ンライン模擬試験」としてWeb上で試験問題にチ

ャレンジできるページも公開されている。例えば、

次の問題は「第22回介護福祉士国家試験問題

抜粋」からのものである。

01.indd   10 3/21/12   8:53 AM



11

日本語教育における ICT の活用と指導法の変容

川村よし子

問題番号の右には、解答者数、正解者数、正答

率が表示されている。選択肢のチェックボックス

にチェックして  OK  ボタンを押すと、その場で正

誤がわかる仕組みである。解答に要した時間も表

示される。実際の試験では、短時間で多くの問題

を解かないといけないので、この解答時間の表示

は学習の目安になる。また、この模擬試験では、自

分が選んだ解答の正誤はわかるが、正解そのも

のは表示されない。しかも、設問や選択肢の提示

順は毎回異なるため、繰り返しチャレンジすること

で、実力を伸ばすことができる。

　問題文そのものの意味が十分にわからなかっ

た場合には、問題文を、『チュウ太のWeb辞書』に

コピー＆ペーストすれば、文中のほぼすべての単

語の意味がわかる。図10は、『チュウ太のWeb辞

書』の入力画面である。

図9　「第22回介護福祉士国家試験問題抜粋」（一部）

図10  『チュウ太のWeb辞書』の入力画面（一部）
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画面上のテキストボックスに、読みたい文を入力（コ

ピー＆ペースト）する。辞書のデフォルト値は、ユー

ザーの使っているブラウザで指定している言語に

なっている。必要な言語を選び、チェックボックスを

クリックする。図10では、インドネシア語が選択され

ているが、複数の言語の指定も可能である。テキス

トボックス下の Dictionary ボタンをクリックすると、 

入力された文章の辞書引きが自動で行われる。

図11が、結果画面である。

図11  『チュウ太のWeb辞書』の結果画面（模擬試験 第10問）

入力した本文は、上記の第10問である。画面左の

本文において青字（ここでは灰色）で表示されて

いる単語はすべて右の辞書にリンクされている。

上述した通り、ミニ辞書には介護の専門用語も含

まれているため、ほぼすべて単語の辞書情報が

表示される。例えば、問題10で表示できない語は

「老い」と「半永久」のみである。この2語も「老いる」 

「永久」を知っていれば類推可能な単語である。本

文で意味がわからなかった語をクリックすると、右

の辞書欄に単語の読みとインドネシア語訳が表

示される。また、同時に画面左下の「あなたの単

語リスト」にその語が追加される。リストの単語も辞

書とリンクされているので、学習した単語について

復習することも可能な仕組みになっている。さら

に、入力画面の下のOptionsでFuriganaのチェッ

クボックスをクリックすると、結果画面の本文にル

ビが振られる。こうして、語彙の学習を一通り終え

た後、再度模擬試験に挑戦する。

 以上のように、ICTを活用することで、自律学習

を積極的に進めていくことが可能な環境が整い

つつある。教師が指導にあたる際には、こうしたこ

とを配慮に入れたうえで、学習者一人ひとりの自律

学習につながる指導を行っていく必要がある。

9.　ICTの活用と教師の指導法の変容

 これまで、ICTを活用した介護福祉士候補者の

ための教材開発とそれを用いた指導法につい

て詳しく述べてきたが、この方法は、介護とは全

く異なる専門分野の日本語教育にも、また、一般

の日本語教育にも、応用可能なものである。ICT

をどのように利用するかによって、教材開発の方

法も、日本語教育における指導方法のありかたも

大きく変化してくる。ICTを活用した教材開発と指

導法の変容について、以下に述べることにする。
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9.1　ICTを活用した教材開発

 教材開発において最も重要な点は、学習者のレ

ベルと、教育目標である。読む、書く、聴く、話す、の

4技能は、技能ごとに教育目標も教育方法も異な

る。もちろん、各技能はそれぞれ独立したものでは

なく相互に影響し合うものではあるが、ここでは、

読解に限定して、考えることにする。

 読解は、文章を通した読み手と書き手との間の

コミュニケーションであり、本来は個人的な作業

である。そのため、読解の授業を行うときの教師

の役割は、学習者がどこまで理解できているかを

確認し、理解が不十分だと思われるときに支援す

るという形が多い。語彙に関しては、授業の前に語

彙リストが配布されることもあれば、学習者一人ひと

りが予習の形であらかじめ単語の意味を調べてく

ることもある。いずれにせよ、文章の理解のために

は、文に含まれる個々の単語の意味がわかってい

ることが大前提になる。だが、ここで重要なのは、そ

の文章を読むこと、また、その文章に含まれている

個々の単語の意味を知ることは、学習者にとって、

どのような意味があるかである。

 教材開発にあたっては、まず、教育目標として、予

定されている期間内に、何のためにどのような種類

の文章をどのレベルまで読めるようにすることをめ

ざすのかをあらかじめ決定しておく必要がある。そ

れによって、教育目標にしたがって、教材開発を次

のように進めていくことが可能になる。

 9.1.1　基礎資料の収集

 教育内容にあわせて、その分野の基礎資料を

できるだけ多く収集する。新聞を読めるようにな

ることが目標であれば新聞記事、専門分野の教

育であればその分野の教科書や参考書等が基

礎資料となる。基礎資料は、可能であれば、電子

情報の形で提供されているものが望ましい。それ

が難しい場合には、集めた資料をスキャナで取り

込み、OCR（Optical Character Reader）ソフトで

読み取ることで、比較的容易に電子化が可能で

ある。読み取りの精度はスキャナとOCRの精度に

依存するが、一般の印刷物であれば、98％以上

の精度で読み取れるものも入手できるようになっ

てきた。OCRで読み取ったものについては、本文

と照合し必要な修正作業を行う。

 9.1.2　語彙リストの作成

 電子情報化された資料を「語彙チェッカー」に

かけ、単語リストを作成する。語彙チェッカーでは

旧日本語能力試験の出題基準にあわせて級ご

とにリストが作成される。単語の右の数字は出現

回数を表している。リストの単語のうち、学習目標

にあわせて必要なレベルの部分を取出し、Excel

等の表計算ソフトに取り込むことによって、頻度ご

とに並べ替えることが可能になる。学習者のレベ

ルにあった単語リストの中から、出現頻度の高い

ものを「学習語彙」として選定することで、効率の

良い語彙学習が可能になる。

 9.1.3　教材の作成

 教材作成は、資料の中から教材として利用可能

なものを適宜組み合わせて行う。その際も、「語彙

チェッカー」を使用する。元となる資料を「語彙チェ

ッカー」にかけると、本文に含まれるすべての単語

が、級ごとに色分けして表示される。例えば1級の

単語は赤の細字、級外の単語は赤の太字で表

示される。学習者のレベルにあわせて、必要レベ

ル以上の単語で、「学習語彙」以外の単語を、や

さしい単語に置き換えることによって、教育目標と

学習者のレベルにあった教材が作成できる。ま

た、作成した教材の配布方法に関しても、従来の

ように紙媒体ではなく、電子情報の形でWeb上

に置く形にすれば、学習者が個々にダウンロード

して『チュウ太のWeb辞書』を活用して予習するこ

とも可能になる。

 9.1.4　漢字リストの作成

 学習語彙リストの単語が多い場合には、「かいご

漢字」の節で示したように、漢字に焦点をあてたリ

ストを作成すると学習効率があがる。「漢字チェッ
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カー」（川村2009）を使えば、リスト中の漢字が級

別に表示されるだけでなく、個々の漢字の頻度

も明らかになる。頻度の高い漢字について、その

漢字を含む単語をまとめる。Excelのフィルター機

能を活用すればその漢字を含む単語を簡単に

抽出できる。

 以上のように、ICTは、読解教材の開発にもい

ろいろな形で活用可能なものであるが、その一方

で、ICTによって、教育方法そのものも大きな変容

を迫られている。

9.2　指導法の変容

 インターネットが普及し、学習者も自由に日本語で

書かれた情報を得られる時代になり、日本語教育

も今まで以上に、学習者の自律学習に結びつくも

のである必要がでてきた。上述した教材開発もこう

した自律学習支援を視野に入れたものであるが、

ここではさらに、読解教育、語彙教育、漢字教育に

おける指導法のありかたについて考えてみる。

 9.2.1　速読と精読を併用した読解教育

 膨大な量の情報の中から必要な情報を見つけ

るには、速読の力を伸ばす必要がある。一方、必

要な情報が見つかれば、今度はそれを正確に理

解しなければならない。そのため、読解の授業で

も速読と精読を組み合わせて行う必要性がこれ

まで以上に高まってきている。速読と精読では、

別々の教材を選んでもいいが、同一教材を用い

て、まず速読でできるだけ速く全体の意味を把

握する訓練を行い、その後、重要な部分を抜き出

して、あるいは全部を精読するという形で進めるこ

とも可能である。いずれにせよ、一文一文意味を確

認しながら読むことも大切だが、意味がわからな

い単語があっても読み飛ばして、全体を理解する

力を伸ばすためのトレーニングも不可欠である。

前述したような形で学習者のレベルと学習目的

に配慮して作成された教材も、こうした授業方法

に適していると言えよう。

 9.2.2　ことばの使い方に着目した語彙教育

 一つひとつの単語には意味の広がりがあり、その

単語の意味範囲は言語によって異なっている。そ

のことに気づかずに、文章を読み進めると誤解が

生じる。ICT時代になったとはいえ、自動翻訳ツー

ルの精度がまだ十分ではないのも、こうした問題

があるからである。

 読解指導、あるいは、語彙教育においては、慣

用句や慣用表現はもちろんのこと、一つひとつの

ことばの使い方に着目させ、個々の単語の意味範

囲の広さに気付かせることが求められている。単

語の意味の広がりを理解させる方法の一つとし

て、辞書の活用がある。学習者一人一人が持って

いる辞書の種類が異なっている場合には、Web

辞書を利用する。

図12　「伸ばす」の意味と例文
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 例えば、『チュウ太のWeb辞書』では意味ごとに

例文がついているため、単語の意味の広がりを

理解させるのに役立つ。

 図12は、テキストボックスに「伸ばす」という単語を

入力し、Japaneseを選択したときに表示された日

本語辞書である。「伸ばす」には「長くする」「まっ

すぐにする」「（能力などを）高める」「（規模を）大き

くする」といった意味がある。言語によっては、これ

ら一つひとつの意味に相当する訳語が、異なって

いる場合がある。この辞書では意味ごとに例文が

添えられているので、各例文を学習者の言語に翻

訳してみることで、日本語の「伸ばす」の意味の広

がりがわかる。また、こうした作業を続けることによ

って、学習者が、単語の意味は文脈の中で決定

されることに気づき、ことばの意味の広がりを理解

するとともに、ことばの使い方にも目を向ける必要

性を実感することができれば、学習そのもののあ

り方も変わってくるはずである。

 9.2.3　意味の類推能力を高める漢字教育

 日本語の漢字語彙は膨大である。特に非漢字

圏学習者にとって、こうした漢字語彙の学習は困

難を極める。また上級になればなるほど漢字語

彙の比率は高まり、外来語を除けば、専門用語

の大半が漢字熟語である。そこで、漢字の指導に

あたっては、「かいご漢字」のところで述べたように、

漢字熟語を構成している漢字から熟語の意味を

類推させる指導が必要になる。特に、各漢字が動

詞的な役割を持つ漢字か、名詞的な役割を持つ

漢字かといった漢字の品詞に着目させるとともに、

熟語の作られ方の規則を教えることが効果的で

ある。詳しい指導法については、『チュウ太のWeb

辞書』のアーカイブ（http://chuta.jp/Archive/）に

ある「『かいご漢字』を利用した単語の上手な覚

え方」で紹介している。このような形で漢字熟語

の基本的な成り立ちを知ることは、漢字語彙に対

する類推力を高める。知らない単語に出会ったと

きに、まずその単語の意味を推測し、その後必要

があれば辞書等で調べるという学習方法を積み

重ねていくことが語彙の習得にも役立つはずで

ある。

 以上、ICT時代における読解教育、語彙教育、漢

字教育の指導法についてみてきた。これらの指導

法は、いずれも自律学習につなげることのできる

教育を目指している。日本語学習者の学習目的

は多様化し、学習者のニーズとレベルに合った教

育が求められている。インターネット経由で発信さ

れる日本語の情報は膨大な量であり、世界のど

こからでもアクセス可能である。これを有効に活用

することができれば、日本語教育の可能性は大き

く広がるはずである。ICTを活用した教材開発と

新しい形の指導法が、学習者の自律学習にむす

びつき、日本語学習がより効果的に進められるこ

とを願っている。
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